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 要 旨   

目的： 

これまでの研究で、小児逆境体験 ACEs）はうつ病、問題のあるアルコール使用、食べ物依存（FA）

を含む過食パターンなど、健康上の負のアウトカムと関連することが分かっている。さらに、快

感を感じることができない「失快楽」も、FAと同様に、アルコール乱用のリスクを高めることが

分かっている。失快楽がリスク行動に関与するのは、失快楽のある人が快楽性の高い活動を求め

る可能性があるためである。本研究の目的は、多量飲酒歴のある多様な新成人サンプルにおいて、

ACE とアルコール使用障害（AUD）および失快楽を介しての FA 症状との直接的および間接的関係

を探索することである。 

方法： 

横断的、定量的デザインが用いられた。サンプルは男性 42.6％、白人 45.5％、黒人 39.9％で、

参加者の平均年齢は 22.64歳（SD＝1.01）であった。モデルの特定には確認的因子分析を用い、

仮説の検証には構造方程式モデリングを用いた。 

結果： 

最初の測定モデルは許容範囲から良好な適合を示した。構造回帰モデルのブートストラップ分析

による標準化結果は、FAおよび AUD症状に対する ACEの有意な直接効果を示した。また、ACEは

失快楽を通じて AUD 症状に有意な間接効果を示したが、この間接効果は FA については有意では

なかった。 

結論： 

失快楽は、問題あるアルコール使用の予防と治療の重要な標的となりうる。今後の研究では、非

大量飲酒サンプルにおける FAにおける失快楽の役割を検討すべきである。 

 


